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（1）対象地域 

福島第一原発からそれぞれ東に 80-90km，北に 20-30km に位置した，福島県天栄村ならびに南相馬

市の水田．  

（2）重要な図表 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

土壌中のセシウムの化学形態ならびに圃場からの懸濁物質量に関しても注視する必要がある． 

 

（2）流出挙動・経路 

大気から降下したセシウムのほとんどは土壌（その大部分は表層部）に留まっており，圃場から流出

するセシウムの流出率は 0.1%未満と極めて小さい．また，圃場より流出するセシウムは懸濁物質（SS 成

分）として存在している． 

 

（3）除染の際の留意点 

営農上圃場からの排水は行わざるを得ないが，濁水排出を極力抑制することが必要である． 

 

（4）担当者のコメント 

代かきや中干しの各期間中の表面流出によるセシウム量は土壌中のそれに比べて，0.1%未満と極めて

少なく，今後は土壌中で生じるセシウムの化学形態変化（経年的可溶化または不溶化）を把握する必要

があると思われる．一方，圃場から流出するセシウムは懸濁物質として存在しているため，SS 成分のス

クリーニングなどを講じることによって，下流域への拡散防止を図る必要がある． 

また，水田からのセシウム排出負荷に関する研究では表面流出に着目したものが多いが，今後はセシ

ウムの深部浸透も考慮した一筆のマスバランスを把握していく必要があろう． 

 


